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広 報 誌

｜  S p e c i a l  F e a t u r e   ｜

変わるエネルギーの現場
CNXセンター化構想の現在地



広 報 誌

22 出光のナルホド！ 開発室　

出光オーストラリアが新たに取り組む
レアメタルってなに？

16 歴史散歩　　

悠久の伊勢

23 HIGHLIGHT TOPICS

24 新コーポレートサイトを公開

3 中計特集 idemitsu VISION

変わるエネルギーの現場
CNXセンター化構想の
現在地

石炭から新エネルギーへ

転換進むオーストラリア

18 国・地域社会、そこに暮らす人々のために

12 Special Feature 

コーポレートサイトを
リニューアルしました

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。

2024
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CNXセンター化構想
の現在地

変 わ る エ ネ ル ギ ー の 現 場

2050年カーボンニュートラル社会の実現に向け、
世界中でエネルギーの転換に向けた取り組みが進んでいる。

出光は、これまで培ってきたエネルギーの安定供給の力を強みに、新しいエネルギーの社会実装に挑む。
その戦略こそ、「CNXセンター化構想」。

エネルギー供給の現場を変革するこの構想が、今、少しずつ形になり始めている。
広報誌創刊号で概要をご紹介した本戦略がどのように進んでいるのか、

現場の従業員の想いとともにお伝えする。

vol.5idemitsu VISION 中 計 特 集 

燃料油・化学品の製造を行う製油
所・事業所を、カーボンニュートラル
実現のための拠点、すなわち「CNX
センター」に転換するという構想。
CNXはカーボンニュートラル・トラン
スフォーメーションの略で、出光興
産独自の概念。

CNXセンター化構想とは

北海道製油所3



千葉事業所

北海道製油所

地域のエネルギー需要に
合わせたトランジション
全国の事業所で、地域の需要に応え
る新しいエネルギーへの転換を進め
ている。
※P10-11で詳しくご紹介しています。

羽田空港・成田空
港が近く、航空燃
料の需要が高いこ
とから、SAFの製造
拠点化を目指す。

厳冬地であるため
液体燃料の需要が
高いことから、合成
燃料の製造拠点化
を目指す。次ページ
より詳細を伝える。

column

取締役
常務執行役員
CNX戦略本部長

澤 正彦

実
装
化
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
社
内
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
投
入
す

る
と
と
も
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
迅
速

な
経
営
判
断
と
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な

げ
る
た
め
に
、
関
係
役
員
、
関
係
部

室
長
、
関
係
者
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る

「
C
N
X
戦
略
本
部
」
を
新
た
に
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｎ
は
決
し
て
一
足
飛
び
に
進
め

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

ン
モ
ニ
ア
や
水
素
な
ど
の
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
製
造
・
供
給
に
は
、
現

在
の
技
術
で
は
莫ば

く

大だ
い

な
コ
ス
ト
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
全
て
解
決
す
る
に
は
、
一
定
の

技
術
革
新
が
必
要
と
さ
れ
、
長
い
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
課
題
に
直

面
す
る
中
で
も
、
着
実
に
社
会
実
装

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

社
会
実
装
力
を
、
私
た
ち
は
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
1
0
0
年
以
上

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
担
う
中
で
培
わ

れ
た
、
プ
ラ
ン
ト
運
転
技
術
、
設
備

管
理
技
術
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
た

め
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ

ウ
や
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
Ｃ
Ｎ
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け

て
、
扱
う
素
材
や
製
造
の
プ
ロ
セ
ス

は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
安
全
・

安
定
供
給
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
・
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

等
は
、
本
質
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
を
1
か
ら
つ

く
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
培
っ
て

き
た
既
存
の
知
識
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に

転
換
を
進
め
、
道
を
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と

転
換
を
「
両
輪
」
で
実
行

C
N
X
戦
略
本
部
で
は
、
現
在
、

4
つ
の
P
J
の
早
期
事
業
化
に
向
け

て
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
社
の
千
葉
事
業
所
で

は
、
周
辺
に
羽
田
空
港
・
成
田
空
港

を
擁
す
る
立
地
か
ら
、
S
A
F
の
製

造
・
供
給
P
J
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
原
料
と
な
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
を
海
外
か
ら
調
達
し
、
千
葉
事
業

所
の
製
造
装
置
で
S
A
F
を
製
造
。

そ
し
て
、
国
内
航
空
会
社
に
供
給

す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
山
事

業
所
の
ア
ン
モ
ニ
ア
P
J
や
、
北
海

道
製
油
所
の
C
C
U
S
＊
3
P
J
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

徴
や
需
要
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
、
既

存
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
P
J
を

着
実
に
実
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
P
J
が
形
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ら
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
全
国
に
横
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
全
国
各
地
で
当
社
が
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
、
少
し
ず

つ
で
も
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
で
、
日
本
全
体
の
C
N
の
動
き
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

当
社
の
強
み
は
、
こ
れ
ま
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
で
培
っ
て
き
た
技
術

力
、
人
財
力
で
あ
り
、
そ
し
て
個
々

の
力
を
合
わ
せ
て
1
＋
1
が
2
で

は
な
く
5
や
10
に
し
て
、
不
可
能
を

可
能
に
す
る
「
和
の
力
」
を
発
揮
し

て
き
た
の
が
出
光
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
C
N
社
会
の
実
現
は
、
エ
ネ
ル

地
域
と
共
に
挑
む
C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想

C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想
の
実
行
を
け
ん
引
す
る
の
は
、
2
0
2
3
年
12
月
か
ら
新
た
な
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
C
N
X
戦
略
本
部
だ
。

ど
の
よ
う
な
戦
略
で
、ど
の
よ
う
な
未
来
へ
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
C
N
X
戦
略
本
部 

澤
本
部
長
に
聞
い
た
。

1990年出光興産入社。入社後、中
央研究所触媒研究室に配属され、
石油化学の未利用留分の高付加
価値のための触媒開発研究に従
事。その後製造部を経て、2012年に
経営企画部に異動。北米シェールガ
ス由来のLNG･LPGサプライチェーン
構築等の新規PJに参画後、2017年
に生産技術センター長、2019年に北
海道製油所長等を歴任し、2023年
12月より現職。

C
N
X
戦
略
本
部
を
設
置

着
実
に
転
換
を
進
め
る

当
社
は
、
2
0
2
2
年
11
月
に
公

表
し
た
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、

「
一
歩
先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
多
様

な
省
資
源
・
資
源
循
環
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」、「
ス
マ
ー
ト
よ
ろ
ず
や
」

の
3
つ
の
事
業
領
域
の
社
会
実
装
を

通
じ
て
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
社
会
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
C
N
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な

る
こ
と
を
宣
言
し
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
水
素
、
ア
ン
モ

ニ
ア
、
S
A
F
＊
1

等
の
「
一
歩
先

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
社
会
実
装
に
向

け
、
C
N
X
戦
略
室
が
中
心
と
な
っ

て
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
P
J
）

の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
社
会

的
価
値
と
投
資
効
率
・
経
済
合
理
性

の
観
点
か
ら
、
よ
り
具
体
的
に
な
っ

て
き
た
4
つ
の
P
J
＊
2
に
関
し
て

は
、
さ
ら
に
検
討
を
加
速
し
て
社
会

INTERVIEW

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
転
換
を
両
輪
で

推
進
し
て
い
く
、
非
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

2
0
5
0
年
と
い
う
先
の
未
来
に
向

け
て
、
長
期
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
テ
ー
マ
で
す
。
次
の
世
代

に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
続
け
て
い
く
た

め
に
、
当
社
は
そ
の
先
頭
集
団
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
現
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
、
C
N
X
戦
略

本
部
と
各
製
油
所
・
事
業
所
の
メ
ン

バ
ー
が
密
に
連
携
し
、
出
光
グ
ル
ー

プ
一
体
と
な
っ
て
「
和
の
力
」
を
発

揮
し
て
、
こ
の
構
想
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

＊3　Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage：排出されるCO2の回収・有効活用・貯留 ＊1　Sustainable Aviation Fuel：持続可能な航空燃料
＊2　水素・アンモニア、SAF、合成燃料、CCUS
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変わるエネルギーの現場
C N X セ ンター 化 構 想 の 現 在 地vol.5



CO2発生施設
(製油所 )

森林によるCO2吸収

ジェット燃料・灯油・
軽油・化学品 等合成燃料製造水電気分解等再生可能エネルギー

CO2分離回収

CCS( 圧入・貯留 )

＊4　Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）：建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと

執行役員 北海道製油所長

山岸 孝司

北
海
道
製
油
所
で
は
C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
、
合
成
燃
料
の
製
造
P
J
や
、

製
油
所
内
施
設
の
Z
E
B
＊
4
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
変
革
の
中
心
と
な
る
の
は
現
場
社
員
だ
。

地
域
社
会
の
未
来
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
る
現
場
の
今
を
紹
介
す
る
。

道
内
唯
一
の
製
油
所
か
ら
、

合
成
燃
料
の
製
造
拠
点
へ

苫
小
牧
市
に
位
置
す
る
北
海
道
製

油
所
は
、
日
本
最
北
端
で
の
製
油
所

で
あ
り
、
1
9
7
3
年
の
操
業
開
始

以
来
、
北
海
道
を
中
心
に
製
品
を
供

給
し
て
き
た
。

C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想
に
お
い

て
北
海
道
製
油
所
が
挑
む
の
は
、
次

世
代
液
体
燃
料
「
合
成
燃
料
」
の
製

造
拠
点
と
な
る
こ
と
だ
。
暖
房
用
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
欠
か
せ
な
い
北
海
道

で
は
、
積
雪
時
に
供
給
が
簡
単
に
寸

断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
液
体
燃
料
の

存
在
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
他
、
新

千
歳
空
港
と
苫
小
牧
港
の
二
つ
の
港

を
持
つ
「
ダ
ブ
ル
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
で

あ
る
苫
小
牧
市
で
は
、
船
や
航
空
機

の
燃
料
需
要
が
非
常
に
高
い
。
合
成

燃
料
は
、
水
素
と
C
O
2
を
原
料
と
す

る
、
製
造
工
程
で
C
O
2
を
排
出
し

な
い
ク
リ
ー
ン
な
液
体
燃
料
だ
。
北

海
道
の
広
大
な
大
地
と
豊
か
な
自
然

環
境
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

製
造
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ

他
、
各
種
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
苫

現
場
社
員
が
中
心
と
な
り

事
業
構
造
改
革
に
挑
む

昨
年
9
月
に
50
周
年
を
迎
え
た

当
所
は
、
道
内
唯
一
の
製
油
所
と
し

て
、
北
海
道
の
需
要
の
約
7
割
を
供

給
す
る
な
ど
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
通

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想
に
お
い
て

は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
合
成
燃

料
の
製
造
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
合
成
燃
料
の
原
料
と
な
る
水
素
、

C
O
2

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

P
J
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
構
想
や
P
J
は
、
実

は
現
場
の
所
員
が
自
ら
計
画
を
立

案
し
た
も
の
で
す
。
北
海
道
と
い
う

こ
の
地
で
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、

液
体
燃
料
へ
の
高
い
需
要
に
応
え
る

合
成
燃
料
の
製
造
を
目
標
に
据
え
ま

し
た
。
こ
の
P
J
に
携
わ
る
担
当
者

は
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
や

保
全
を
担
っ
て
き
た
技
術
者
で
す
。

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
プ

ロ
で
あ
る
彼
ら
自
身
が
「
石
油
精
製

だ
け
で
生
き
残
っ
て
い
け
る
時
代
は

終
わ
る
。
昨
日
と
同
じ
で
は
良
い
未

来
は
来
な
い
」
と
い
う
危
機
感
、
そ

し
て
使
命
感
を
持
ち
、
こ
の
事
業
構

造
改
革
の
当
事
者
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
当
所
は
今
で
も
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
・
安
定
供
給
と
い

う
変
わ
ら
な
い
使
命
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
C
N
社
会
に
向
け

た
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
取
り
組
ん

だ
の
が
、
生
産
性
向
上
で
す
。
既
存

事
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ
、
C
N
X

セ
ン
タ
ー
化
構
想
実
現
の
た
め
の
新

た
な
業
務
を
確
実
に
行
う
た
め
の

„
余
白
づ
く
り
＂
に
徹
底
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

A
B
W
化
な
ど
、
生
産
性
向
上
に
つ

な
が
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
や

り
尽
く
し
、
結
果
3
割
の
業
務
削
減

と
生
産
性
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
改
善
・
改
革
の
上

に
、
今
の
C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想

の
進
捗
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
簡
単
な
P
J
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
界
中
で
い
く
つ
も
の

不
可
能
を
可
能
に
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ
当
社
の
社
員
な
ら
、
必
ず
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
も
実

現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
現
場
の
社
員
一
人
ひ
と

り
と
共
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
に
挑
み
続
け
ま
す
。

培
っ
た
現
場
の
力
が

導
く
変
革

北海道製油所が
挑む
地産地消の

CCUSプロジェクト

小
牧
市
で
は
C
O
2
の
排
出
量
が
多
い

な
ど
、
合
成
燃
料
の
原
料
が
豊
富
で

あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
生
成
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
と
、
回

収
し
た
C
O
2
に
よ
っ
て
合
成
燃
料
を

製
造
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構

築
し
、
地
産
地
消
の
C
C
U
S
の
実

現
を
目
指
す
。

所長インタビュー
現 場 の声 を聞 く

北海道製油所のCCUSPJの全体像
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水素サプライチェーン
構築担当者

現 場 の 声 を 聞 く

Z E B 化 担 当 者

合
成
燃
料
の
原
料
と
な
る

水
素
の
製
造
・
供
給
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

北
海
道
の
豊
富
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用

し
、
国
内
最
大
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
に
よ
る

Z
E
B
化
推
進

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
製
油
所
の
監
視
を
担
う
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
Z
E
B
化
で

す
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
照
明
・
空
調
・
換
気
・

給
湯
設
備
の
機
器
交
換
を
行
い
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
率
を
50
％
以
上
削
減

し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
年
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
収
支
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
に
、

駐
車
場
へ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト

（
7
3
0
kW
）
を
設
置
し
、
発
電
し
た

電
力
を
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
消
費
し
ま
す
。
C
N
X
セ
ン
タ
ー

化
構
想
の
実
現
に
は
、
安
定
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
が
、
太
陽
光
発
電

は
天
候
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

た
め
、
取
り
扱
い
が
非
常
に
難
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

小
規
模
で
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
電
力
を
取
り
扱
う
こ
と
で
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
、
Ｃ
Ｎ

Ｘ
セ
ン
タ
ー
化
構
想
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想
が
発

表
さ
れ
た
当
初
は
、
非
常
に
長
期
的

テ
ー
マ
の
た
め
、
日
々
現
場
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
担
う
個
人
の

業
務
に
結
び
付
き
づ
ら
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
道
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
各
地
で
他
社
と
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
な
ど
の
検

討
が
開
始
さ
れ
、
次
第
に
„
手
触
り

感
＂
が
生
ま
れ
、
皆
が
自
分
事
と
し

て
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
Z
E
B
化
P
J
の
成
果

を
共
有
し
、
さ
ら
に
多
く
の
仲
間
が

変
化
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

変
革
の
呼
び
水
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
先
、
取
り
扱
う
製
品
が
石
油

由
来
の
も
の
か
ら
変
わ
っ
て
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
い
う
使
命
を
担
っ

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
装
置
の
運
転
技
術
、
保
全
技
術

な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
培
っ

た
現
場
力
が
、
変
革
の
社
会
実
装
力

と
な
る
は
ず
で
す
。
今
後
も
、
製
油

所
で
一
丸
と
な
っ
て
、
一
歩
ず
つ
着

実
に
変
革
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
き
ま

す
。

製
造
す
る
水
電
解
プ
ラ
ン
ト
の
建
設

と
、
製
造
し
た
水
素
を
北
海
道
製
油

所
や
地
域
の
工
場
な
ど
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
で
供
給
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
は
、
水
電
解
プ
ラ
ン
ト
の
概
念
設

計
と
運
転
に
必
要
と
な
る
純
水
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
支
え
る背

負
う
使
命
は
変
わ
ら
な
い
。

小
さ
な
実
践
か
ら
、大
き
な
変
革
へ

北海道製油所　
管理課
（兼）CNX戦略本部

和田 弘徳

北海道製油所
管理課 技術主任

上坂 哲司
北海道製油所
製油一課 製油係

吉田 将人
北海道製油所
電気計装課 電気係

髙橋 幸訓

北海道エリア

再エネ
水素

貯蔵設備

パイプライン

出光興産
地域の工場

など

水電解システム
(100MW 以上 )

苫小牧西部

熱回収換気照明、空調の高効率化

太陽光
発電

グリーン電力利用 暖房利用

工場排熱

電算室
排気
活用

空調制御
高度化

蒸
気
な
ど
を
製
油
所
の
既
存
設
備

か
ら
供
給
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
協
働
検
討
を
す
る

E
N
E
O
S
株
式
会
社
、
北
海
道

電
力
株
式
会
社
と
共
に
、
グ
リ
ー
ン

水
素
の
製
造
・
供
給
と
、
そ
の
一
部

を
活
用
し
た
合
成
燃
料
の
製
造
を
担

う
構
想
で
す
。
北
海
道
庁
や
地
元
協

議
会
に
足
を
運
び
対
話
を
重
ね
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
こ
の
北
海
道
と
い
う

地
に
根
付
い
て
事
業
を
行
っ
て
き
た

当
社
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
事
業
に

お
い
て
も
企
業
と
地
域
と
の
橋
渡
し

の
役
目
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
れ
ま
で
プ
ラ
ン
ト
の
運
転

技
術
者
で
し
た
が
、
C
N
社
会
に

向
け
て
、
製
油
所
や
石
油
精
製
の
仕

事
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
製
造
の
仕
事
自
体
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危

機
感
か
ら
、
こ
の
北
海
道
製
油
所
で

取
り
組
む
べ
き
C
N
X
セ
ン
タ
ー

化
構
想
に
つ
い
て
検
討
・
立
案
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
者

に
な
っ
て
初
め
て
、
C
N
に
関
す

る
文
献
や
、
関
連
企
業
に
つ
い
て
勉

強
を
始
め
た
た
め
、
当
初
は
苦
労
も

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
原
動

力
に
な
っ
た
の
は
、
自
分
が
20
年
以

上
携
わ
っ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造

と
い
う
仕
事
を
未
来
に
残
し
た
い
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
北
海

道
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
通
し
て

貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

C
N
X
セ
ン
タ
ー
化
構
想
へ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
新
し
い
製
油
所
の
姿

を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
、
大
き
な
責

任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

左から

現 場 の声 を聞 く

北海道（苫小牧）国産グリーン水素サプライチェーンイメージ

ZEB化の仕組み
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全国の事業所における
CNXセンター化構想の今
当社グループの国内4製油所・3事業所において、地域の特色を生かした
CNXセンター化を進めている。その取り組みを紹介する。

風力発電

アンモニア

太陽光発電

バイオエタノール
・油脂

CCUS

バイオ
ディーゼル

水素

SAF

バイオエタノール
・油脂

バイオマス

・再エネを活用した水素製造
・CCUSによるCO2の資源化
・合成燃料の製造

千葉事業所は、首都圏に立地する事業拠点として、バイオマス化学品への
転換・使用済みプラスチックリサイクルなどの資源循環・CO2の固定化や活
用といった、CN化を推進するための包括的な取り組みを行っている。また、
羽田や成田といった大規模空港への近さを生かし、SAF原料となるバイオ
エタノールの国内外からの調達および世界初の10万KL級ATJ＊5実証設備
の開発に取り組み、2028年度から供給開始を目指す。

京浜製油所は、川崎臨海部（コンビナート）に立地する企業などと産学官で
連携し、多様な企業が集積する強みを生かして、水素サプライチェーン構築
をはじめ、CN化に向けたさまざまな検討を推進している。

四日市製油所では、四日市コンビナートや周辺地域の特性を
生かしたCN化を推進している。SAF・バイオディーゼル・バイオ
マス化学品の製造検討などを進めることで、周辺地域へのエネ
ルギーの供給拠点として、CN化を推進していく。

愛知事業所は、世界的な自動車、鉄鋼、機械メーカーを擁する
大きな経済圏である中京圏の中で、エネルギーの安定供給を
果たしつつ、地域協議会などと連携して水素など次世代エネル
ギーの社会実装に向けた検討を加速させていく。

徳山事業所が位置する周南コンビナートでは、産学官が
一体となり現行の設備・産業インフラ等を最大限に活用
することで、2050年のCNコンビナートの実現を目指して
いる。徳山事業所は、2014年の原油精製設備の操業停
止を経て、石油化学原料の製造拠点として石油精製事
業から転換。2022年度からは、大型木質バイオマス発電
所を運転している。また2030年度までに年間100万トン超
のアンモニアサプライチェーン構築やSAF製造検討を進
めている。

山口製油所は「グリーントランスフォーメーション西部（GX西
部）」のコンセプトの下、2030年代までに「地産地消型のカーボ
ンフリーエネルギー供給および資源循環、ならびに技術開発・
実証に取り組む拠点」へと事業転換を行う。石油製品の入出荷
基地機能や備蓄基地としての機能、ソーラーパネル発電事業に
加え、西部石油が持つ技術やインフラを活用しながら、その価値
を最大限に発揮する新規事業を推進。山陽小野田市、山口県お
よび地元企業・大学等とも連携し、脱炭素や地域創生など、地
域の持続可能な発展への貢献を目指す。

北海道製油所

千葉事業所

京浜製油所（東亜石油株式会社）

 四日市製油所（昭和四日市石油株式会社）

愛知事業所

 山口製油所（西部石油株式会社）徳山事業所

北海道地区

中国地区

北海道地区

関東地区

中部地区

中国地区

北海道製油所

千葉事業所

四日市製油所
（昭和四日市石油）

徳山事業所
山口製油所
（西部石油）

京浜製油所
（東亜石油）

愛知事業所

コンビナート
（化学工場集積地）、
発電所、製鉄所に
おける水素需要

コンビナート、
発電所における
化石燃料代替の
アンモニア需要

コンビナート、
発電所、製鉄所
における水素需要

豊富な再生可能エネルギーと
寒冷地における液体燃料需要

CO2

NH3

H2

水素 バイオエタノール
・油脂

バイオ
ディーゼル

SAF

中部地区

H2 水素 バイオエタノール
・油脂

バイオ
ディーゼル

SAF プラスチック
リサイクル

関東地区

H2

＊5　Alcohol to Jet：エタノールからSAFを製造する技術 1011
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C O N T E N T S  0 1

2050年に向けて
当社は、カーボンニュートラル・循環
型社会の実現に貢献するため、事
業ポートフォリオの転換と新たな価
値創造に取り組んでいます。当社の
2050年に向けた変革の社会実装メ
ニューの概要、進捗、優位性、取り組
みに懸ける想いなどを発信していくよ
うに制作しました。

リ
ニュ
ーア

ルのポ
イント

事業に関する
情報強化

５つのセグメント（燃料油、基礎化
学品、高機能材、電力・再生エネル
ギー、資源）の事業について、それぞ
れの強みや取り組みなどをわかりや
すくご覧いただけるよう、構成や内容
を一新しました。

02
03

ユーザビリティの
向上

統一感のあるデザイン・ページ構造
に一新しました。ユーザーが、必要な
情報に迷わずアクセスできる他、関
連する情報への回遊もしやすいよう、
会社情報、事業、IR情報、サステナビ
リティ情報など各ページの情報設計
も見直しました。

01

「Idemitsuが目指す2050年とは？」

「未来を創るIdemitsuのキーワード」

当社の「2050年に向けた挑戦」の全ての
情報がまとまったページです。カーボン
ニュートラル・循環型社会の実現に向け
た想いと取り組みを伝えるイントロダク
ション「Idemitsuが目指す2050年とは？」、
当社の技術や優位性、使命、進捗がわかる
「未来を創るIdemitsuのキーワード」、リ
リース後の進捗を発信するオウンドメディア
「ACTION」の３コンテンツがあります。

「ACTION」

当社が手掛ける幅広い事業や、2050年ビジョン「変革をカタチに」の実現に向けた挑戦を
知っていただける新たなコンテンツなど、リニューアルの詳細情報をご紹介します。

リニューアルしました
をを

1213



C O N T E N T S  0 2

C O N T E N T S  0 3

C O N T E N T S  0 4

今回のコーポレートサイトリニューアルにあたり、当
社の情報発信拠点としてどのようなコンテンツが必要
か、ゼロベースで検討を行いました。企画から構築
まで約 1年という短期間でしたが、社内外の関係者
と共に一丸となってつくりあげ、無事公開に至ること
ができました。2050年のありたい姿に向かい、果敢

に変革に挑む当社の姿を、多様な角度から、より多
くの皆さまに知っていただけるサイトになりました。ぜ
ひアクセスし、ご覧いただけますと幸いです。

変革に挑む出光の姿を知っていただきたい

中期経営計画で掲げる「3つの事業
領域」の全体像をご紹介するページ
です。3つの事業領域はゼロベースで
はなく、従来の5つの事業領域におい
て培ってきた人財・知見・インフラを
活用したトランジション（＝進化）であ
ることをお伝えする他、実現に向けた
ファクトやスケジュールも掲載し、当
社が挑む変革に一層期待いただける
情報を掲載しています。

リニューアルに懸けた想い

Idemitsuが挑む
３つの事業領域

カーボンニュートラル・循環型社会を牽引する

当社が手掛ける幅広い事業が、社会や人 の々
暮らしにどのように関わっているか知っていた
だけるページです。「こんなに身近なところに、
出光が関わっているんだ！」という、新鮮な驚き
や発見を楽しみながらご覧いただけます。

動画で知る 
「今」と「これから」のIdemitsu

「身近な」Idemitsu

「守る」「つなげる」「切り拓く」を軸に、製油所・事業
所などの製造現場から本社まで、さまざまな職種に
従事する当社社員をご紹介するページです。
社員の生の「言葉」を通して、当社の取り組み、
社風、働き方などを知っていただけます。

詳しくはこちらから
クリック 出光 検索

1415
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日
本
各
地
に
散
る
、
出
光
興
産
の
足
跡
を
追
っ
て
。

（
三
重
県
）

日
の
出
ず
る
と
き
―
―
ま
ば
ゆ
い

陽
光
に
包
ま
れ
た
宇
治
橋
鳥
居
は
、

思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
だ
。

違
う
世
界
に
訪
れ
た
よ
う
な
、非
日

常
を
感
じ
る
神
々
し
さ
が
漂
う
聖
地
、

伊
勢
。古
く
よ
り
多
く
の
街
道
が
通
っ

た
こ
の
場
所
に
は
、ど
こ
か
懐
か
し
さ

を
覚
え
る
古
き
良
き
日
本
の
風
景
も

多
く
残
る
。ま
さ
に
こ
こ
は
、日
本
人
の

「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
い
え
る
場
所
だ
。

「
お
伊
勢
さ
ん
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
る
伊
勢
神
宮
は
、1
2
5
の
神
社
の

集
合
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
も
最
も
尊
い
神
社
と
さ
れ
て
い

る
皇
大
神
宮
、通
称「
内
宮
」は
、建
立

か
ら
約
2
0
0
0
年
も
の
歴
史
を
誇

る
。内
宮
に
祀ま
つ

ら
れ
る
天
照
大
御
神

は
、皇
室
の
御
祖
先
で
あ
り
日
本
人
の

総
氏
神
と
さ
れ
る
。

伊
勢
神
宮
で
は
、五
穀
豊
穣
を
は
じ

め
国
の
安
泰
と
人
々
の
幸
せ
を
祈
り
、

年
間
1
5
0
0
に
も
及
ぶ
祭
り
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。中
で
も
日
本
最
大
の

祭
り
と
さ
れ
る「
式
年
遷
宮
」は
、20
年

に
一
度
、全
て
の
社
殿
を
建
て
直
す
儀

式
だ
。御
装
束
や
神
宝
を
は
じ
め
、全

て
を
新
し
く
つ
く
り
替
え
る
こ
の
し
き

た
り
は
、「
常と
こ

若わ
か

」と
い
う
思
想
に
も
と

づ
き
、1
3
0
0
年
に
わ
た
っ
て
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。

常
に
若
く
、新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

続
け
る
こ
と
で
、永
遠
に
あ
り
続
け
る
。

時
代
が
移
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
大
切
な

心
を
、伊
勢
に
来
る
と
思
い
出
す
。

四日市ぜんそくから私たちが学んだこと
日本で高度経済成長が進んだ1960年代、公害病が

深刻化する。四日市コンビナートの煙突から出る黒い
煙が住宅地を覆い、四大公害病のひとつ「四日市ぜんそ
く」が発生。昭和四日市石油株式会社を含む6社が提訴
された。裁判は1972年に判決が確定し、関係企業は被
害に遭われた方々への賠償と、地域住民へ、公害対策
の徹底を誓った。その後、公害防止策は産官学が連携
し「総量規制の導入」や「高い煙突の建設」「低硫黄の
原油使用と脱硫装置の強化」へと転換し、業界のみなら
ず、日本社会の環境対応に大きな影響を与えた。

歴

史

散

歩

2
0
2
4 

春

悠
久
の
伊
勢

操業開始当時の四日市製油所現在の四日市製油所



アボットポイント港

バナジウムPJ
（ジュリアクリーク）

フリーダム社
出光オーストラリア本社
（ブリスベン）

マッセル
ブルック鉱山

ニューキャッスル港

リチウムPJ

リチウムPJ ボガブライ鉱山

グラファイトPJ
（クロイドン）

1
9
1
1
年
、
北
九
州
の
門
司
で
石
油

販
売
業
を
興
し
た
出
光
。
以
来
、
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
担
い
、
産
業
の

発
展
と
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
て
き

た
。
そ
の
使
命
と
情
熱
の
舞
台
は
日
本
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
石
油
開
発
か
ら
石

油
製
品
の
製
造
・
販
売
、
そ
し
て
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
ま
で
、
世
界
中
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
貢
献
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
だ
。
本
連
載
で
は
、
企

業
理
念
に
あ
る「
国
・
地
域
社
会
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
を
想
い
、
考
え
ぬ
き
、
働
き
ぬ

く
」と
い
う
精
神
を
体
現
す
る
、
出
光
の
海

外
事
業
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
三
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
編
。
日
本
企

業
で
唯
一
、
石
炭
採
掘
を
複
数
の
鉱
山
で
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
担
っ
て
き
た
出
光
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
1
9
7
8
年
か
ら
石
炭
の

安
定
供
給
を
維
持
し
な
が
ら
、現
在
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て

新
た
な
事
業
へ
の
転
換
を
推
し
進
め
て
い

る
。

オーストラリア

石炭から新エネルギーへ
オーストラリア編

国・地域社会、
そこに暮らす
人々のために

vol .3

約2千6百万人の人口
と、日本の約20倍にあ
たる769万㎢の国土面
積を有する。1991年か
ら28年連続で経済成
長を実現した。＊Sustainable Aviation Fuel：持続可能な航空燃料

拡
が
る
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と
拠
点

転換進む
オーストラリア

出光アジアの 100％子会社の同社では、
出光グループにとって海外燃料油事業の
重要拠点である同国にて、石油製品の
輸入を通じて、資源開発などの産業で使
用する燃料油を販売するとともに、SSを
グループトータルで60カ所運営している。

フリーダムエナジーホールディングス

出光興産は、クイーンズランド州などでSAF＊の製造を推進するJet Zero Australiaへ
出資を行い、戦略的パートナーとして協業を推進。SAFのグローバルなサプライチェー
ン構築に向けて知見を蓄積し、安定的な供給体制の確立を目指す。

新たにSAF事業へ参画

1
9
7
8
年
に
進
出
し
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
累
計
で
5
つ
の
鉱
山
を
有

し
、
石
炭
の
安
定
供
給
と
い
う
使
命

を
果
た
し
て
き
た
出
光
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
。
日
本
企
業
で
唯
一
、
採
掘
な
ど

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
複
数
鉱
山

の
運
営
を
担
っ
て
き
た
企
業
だ
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
向
け
、

2
0
2
3
年
ま
で
に
4
つ
の
鉱
山
を
売

却
・
終
掘
し
た
。
現
在
は
、
質
の
高
い

石
炭
が
採
れ
る
ボ
ガ
ブ
ラ
イ
鉱
山
を
運

営
し
、
日
本
の
電
力
会
社
、
製
造
業
へ

の
輸
出
を
中
心
に
石
炭
の
安
定
供
給
を

維
持
し
な
が
ら
、
次
の
事
業
の
柱
と
な

る
「
レ
ア
メ
タ
ル
」
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に

関
す
る
3
つ
の
新
規
事
業
開
発
を
進
め

て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
出
光
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
挑
む
事
業
構
造
改
革
の

今
を
紹
介
す
る
。

リチウムとバナジウム、およびグラファイト
の探鉱プロジェクトに出資・参画している。

レアメタル新事業

終掘後のマッセルブルック鉱山跡地で、
揚水型水力発電や太陽光発電などの再
生可能エネルギー電源を開発中。

再生可能エネルギー新事業

2021年からグリーン水素・アンモニア製
造・輸出の体制構築に取り組んでいる。

次世代エネルギー新事業

T O P I C

イメージ

1819



COLUMN h istory

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を

目
指
す
、
新
規
事
業
の
3
本
柱

長
年
石
炭
事
業
に
取
り
組
み
、
そ
の
安
定

供
給
に
貢
献
し
て
き
た
出
光
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
。
2
0
5
0
年
に
向
け
た
新
た
な
事

業
方
針
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
過
去
約
45
年
間
石
炭
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
運
営
し
て
い
た
鉱
山
の
多

く
を
売
却
も
し
く
は
終
掘
し
ま
し
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
果
た
す
と
い

う
使
命
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

許
認
可
取
得
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
最

長
2
0
4
0
年
ま
で
引
き
続
き
石
炭
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
日
本
を
中
心
と
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。
一
方
で
、
石
炭
事
業
に
代
わ

る
新
た
な
事
業
へ
の
転
換
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
支
え
な
が
ら
、

地
域
に
貢
献
し
、

地
域
に
根
差
し
た
事
業
を
展
開

約
45
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
で
事
業
を

継
続
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
日
本
企
業
で
唯
一
、
複
数
の
鉱

山
に
お
い
て
権
益
を
所
有
す
る
だ
け
で
な

く
自
分
た
ち
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
き
た
会
社
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
地
域

や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
、
政
治
、
経
済
と

の
関
わ
り
は
非
常
に
強
く
築
か
れ
て
き

て
い
ま
す
。
現
地
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が

「
出
光
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
働
き
た
い
」

と
集
ま
る
ま
で
の
事
業
基
盤
と
ブ
ラ
ン

ド
認
知
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
取
締
役
と

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
幹
部
が
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
協
力
し
て
重

要
事
項
を
決
定
す
る
仕
組
み
に
よ
り
経
営

さ
れ
て
お
り
、
出
光
興
産
の
理
念
や
歴
史

を
伝
え
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
研
修
も
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ

幹
部
が
講
師
と
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
が
積
み

上
げ
て
き
た
地
域

社
会
と
の
深
い
つ
な

が
り
が
、
今
の
出
光

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

既
存
事
業
と
の
関
連
性
を
持
た
せ
つ
つ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
新
規

事
業
に
も
取
り
組
む
「
両
利
き
の
経
営
」

に
よ
っ
て
、
事
業
転
換
を
進
め
て
い
る

真
っ
た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。

事
業
転
換
の
軸
と
な
る
、
3
つ
の
新
規
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
新
規
事
業

の
1
つ
目
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
事
業
で
す
。

石
炭
事
業
で
培
っ
た
経
験
を
存
分
に
生

か
せ
る
事
業
な
の
で
、
現
事
業
の
拡
大
と

も
い
え
る
事
業
で
す
が
、
現
在
、
リ
チ
ウ

ム
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
探
鉱
や
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
E
V

（
電
気
自
動
車
）
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
必
要
な
次
世
代
蓄
電
池
に

使
用
さ
れ
る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
物
資
で
す
。
レ
ア
メ
タ

ル
供
給
の
新
た
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が

ぜ
ひ
、
現
地
の
空
気
感
や
組
織
風
土
に
つ

い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

タ
ッ
フ
た
ち
は
、
仲
間
の
存
在
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
重
視
し
ま
す
。
こ
う
し
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
価
値
観
は
、
日
本
の
価
値

観
と
非
常
に
親
和
性
が
高
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
平
均
勤
続
年

数
は
5
年
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
当
社
の
幹

部
の
平
均
勤
続
年
数
は
10
年
以
上
。
出
光

の
理
念
へ
の
共
感
も
、
定
着
率
の
高
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
規
事
業
を
推
進
し
、

日
豪
関
係
を
さ
ら
に
深
化

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
社
会
と
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

当
社
は
事
業
を
進
め
る
上
で
、
鉱
山

の
あ
る
地
域
と
の
関
係
を
非
常
に
大
切

に
し
て
お
り
、
例
え
ば
ボ
ガ
ブ
ラ
イ
で

は
保
育
園
を
建
設
す
る
な
ど
、
地
域
で

雇
用
を
生
む
た
め
の
取
り
組
み
を
包
括

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献
す
る

取
り
組
み
は
次
世
代
支
援
と
住
民
支
援

を
核
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
と
提
携
し
て
奨
学

金
を
提
供
し
た
り
、
鉱
山
近
郊
の
先
住

民
の
歴
史
を
つ
づ
る
フ
ィ
ル
ム
を
制
作

し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
略
的

な
互
恵
関
係
は
も
っ
と
深
ま
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
は
1
億
人
以

上
の
人
口
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
国
土

面
積
は
そ
こ
ま
で
広
く
な
く
、
天
然
資

源
も
な
い
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
口
は
2
千
6
百
万
人
と
そ
こ
ま
で
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
大
な
国
土
面

積
を
有
し
て
お
り
、
天
然
資
源
も
豊
富

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
も

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
製
造
業
が
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
は
な

い
の
に
対
し
、
日
本
は
製
造
業
が
強
い
。

時
差
が
な
く
、
9
時
間
ほ
ど
で
行
け
る

と
い
う
地
の
利
も
あ
る
。
こ
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
い
て
先
人
た
ち
が
築
い
て

き
た
確
固
た
る
事
業
基
盤
は
、
出
光
グ

ル
ー
プ
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
基
盤
の
上
に
、
新
た
な
事

業
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で
、
必
ず
両
国

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
事
業
構
造
改
革
は
一
足

飛
び
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
出
光
興
産
本

社
と
密
に
連
携
・
協
力
を
し
な
が
ら
、
力

強
く
事
業
を
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
日
本
の
経
済
安
全
保
障
に
お

け
る
リ
ス
ク
低
下
に
も
貢
献
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

2
つ
目
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
で
す
。
昨
年
終
掘
し
た
マ
ッ
セ
ル
ブ
ル
ッ

ク
鉱
山
跡
地
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ハ
ブ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現

在
検
討
し
て
い
る
の
は
、
太
陽
光
発
電
と

揚
水
型
水
力
発
電
の
開
発
、
お
よ
び
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
な
ど
で
す
。

3
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
資
す
る
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
・
水

素
、
S
A
F
、
合
成
燃
料
等
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
入
で
す
。
C
N
X
戦
略
本
部

な
ど
、
関
係
部
室
と
協
働
し
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

先
人
が
築
い
た

財
産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

出光オーストラリア社長

久野村 務
1993年昭和シェル石油入
社。主に販売部門と人事部
門での業務に従事し、2018
年に執行役員に就任。2019
年の出光興産との経営統合
後は、執行役員として人事
二部部長、関東第一支店
支店長を歴任し、2022年7
月より現職。

出光オーストラリアの
あゆみ鉱山への想いを変革の原動力に変えて

石炭の事業化を目指し、シドニー
に事業基盤となる事務所を設
立。

1993年にエンシャム鉱山で、2006
年にボガブライ鉱山で生産を開
始。石炭年産 1千万トン体制を
実現。

出光リニューアブル・ディベロップ
メント・オーストラリア社を設立

エネルギーの転換に向けて、エ
ンシャム鉱山を売却。マッセルブ
ルック鉱山も終堀したため、ボガ
ブライの1鉱山体制となる。

2023年のエンシャム鉱山売却の中心的役割を担ったの
は、かつてエンシャム鉱山でも業務に従事していたナ
ショナルスタッフの幹部たちだった。売却は育った家を
手放すようなもの。身を切るような選択だった。既に決
定していた売却方針について、コロナ禍など環境の変化
を受けて本社に再検討を提案。本社での検討の結果、
方針は変わらなかったものの、再検討したプロセスは「売
却するのなら、とことん納得のいく条件で」と前向きに売
却交渉に臨むきっかけとなった。鉱山への強い想いと事
業転換への覚悟がそこにはあった。

1978年1993年・2006年2019年2023年

開

拓

の

狼

煙

約
45
年
間
続
い
て
き
た
石
炭
事
業
か
ら
新
規
事
業
へ
の
転
換
点
に
あ
る

出
光
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
久
野
村
社
長
に
、
新
規
事
業
の
背
景
と
展
望
、

地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
係
性
に
基
づ
く
事
業
運
営
に
つ
い
て
聞
い
た
。

エンシャム鉱山マッセルブルックの揚水型水力発電ボガブライ鉱山

ボガブライの学校へ
パソコンを寄付

マッセルブルック鉱山

2021



レアメタルってなに？

出光オーストラリアが新たに取り組む
Theme

01

02

レアメタルは、地球上に存在する量が限られている、採掘・精錬等のコストが
高いなど技術・経済的な理由から流通量が少ない非鉄金属のこと。
あらゆる産業で使われており、私たちの生活や技術の進歩に欠かせない重要な鉱物です。
特に、出光オーストラリアが出資を進めるリチウムやバナジウム、グラファイトは、
エネルギー分野で特に重要な役割を果たしています。

ナルホド！

vol .4

出光の

開発室

出光の技術・製品に
まつわる「？」を
ナルホド「！」に

なぜオーストラリアで
レアメタル事業を行うの？

リチウム、バナジウムやグラファイトは、EV（電気
自動車）や再生可能エネルギーの普及に必要な次世
代蓄電池に使用されています。エネルギートランジ
ションを進めていくためには、より効率的にエネル
ギーを貯蔵・供給できる技術が必要です。リチウム
とバナジウム、グラファイトは、その蓄電池技術の
中心になることが期待されており、カーボンニュー
トラル社会にとって特に重要な素材です。

リチウム、バナジウムや
グラファイトって
なにに使われているの？

オーストラリアは世界有数の豊富な自然資源の保有国
であり、レアメタルの豊富な鉱脈が存在します。特に
リチウム（鉱石・かん水）では、世界の生産量の半分
をオーストラリアが占めています。オーストラリア政
府も海外からの投資を促進しており、鉱業に関する規
制が整備されています。レアメタルは鉱物であり、鉱
脈から採掘する必要があります。長年石炭鉱山のオペ
レーションを担ってきた、出光オーストラリアの技術
や運営ノウハウが存分に生かせる事業です。

カーボンニュートラル社会の実現にとって重要な次世代蓄電池に、
必要不可欠な鉱物なんだ！

22
23

出光グループの最新情報をお伝えします

統合研究所｢イノベーションセンター（仮称）｣を新設
社内外連携を強化し、研究開発から商業生産までの一気通貫体制を構築

千葉事業所内に、新たな統合研究所「イノベーションセン
ター（仮称）」を新設します。現在は複数拠点にまたがる生
産技術､開発技術等の研究所を統合研究所に集約。事業を横
断した研究開発体制の構築と社外連携の強化を図ることで、

研究開発から分析･解析､実証､プロセスエンジニアリング､商
業生産までの一気通貫体制の構築と､中期経営計画で掲げる
事業構造改革に向けた技術開発の加速を実現します。総投資
額は約500億円超、完工は2027年度を予定しています。

認定証を受領した丹生谷副社長

2年連続で｢なでしこ銘柄｣に選定

当社は女性活躍推進に優れた企業として、経済産
業省と東京証券取引所が共同で選定する令和5年
度｢なでしこ銘柄｣に選定されました。当社が選定
されるのは､前年に続き2回目です。令和5年度は､
プライム市場･スタンダード市場･グロース市場に
上場している企業約3900社を対象として銘柄への
募集･評価が行われ､当社を含む27社が選定されま
した。カーボンニュートラル実現に向けた経営課
題と女性活躍推進とを関連付けている点や、社内
のDE&I方針においてエクイティを「機会の平等」
と捉え、きめ細かにDE&Iの推進を図っている点
などが評価され､今回の選定に至りました。

統合研究所完成イメージ
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広 報 誌

｜  S p e c i a l  F e a t u r e   ｜

変わるエネルギーの現場
CNXセンター化構想の現在地

広報誌 　　　　　 第8号
発行：出光興産株式会社　　
制作：日本ビジネスアート株式会社

本誌掲載の写真、イラスト、記事の無断転載を禁じます。

当社は2050年ビジョン「変革をカタチに」の下、
カーボンニュートラル・循環型社会の実現に貢献するため、
事業ポートフォリオの転換と新たな価値創造に取り組んでいます。

トップページのバナーデザインは、
社会や人々の生活を支える当社のエネルギーや素材、その供給を担う人財を、
つながり、広がっていくオレンジ色の帯で表現。
変革をカタチにし、エネルギーの安定供給でこの先の未来も人の暮らしを支え続ける、
当社の強い意志と挑戦への想いが込められています。
ぜひ、リニューアルしたコーポレートサイトから
変革に挑む当社の新しい姿をご覧ください。

新コーポレートサイトを公開しました

上記より
コーポレートサイトに
アクセスできます。

中面（P12-15）で詳しくご紹介しています

新コーポレートサイトを公開




